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高槻市立番田熱利用センター指定管理者募集要項 

 

１ 募集の趣旨 

高槻市では、高槻市立熱利用センター条例（平成７年３月２４日高槻市条例第４号。

以下「センター条例」という。）第１条の規定により設置された高槻市立番田熱利用セン

ターの管理に関する業務について、センター条例第４条に基づき、指定管理者を募集し

ます。 

 

２ 施設の概要 

名    称 
高槻市立番田熱利用センター 

愛称「番田温水プール」（以下「番田温水プール」という。） 

所  在  地 高槻市番田二丁目１３番３号 

 

 

 

 

建   

物 

の 

概 

要 

構  造 鉄筋コンクリート一部鉄骨造り 地上２階建て 

敷地面積 ２，１９１.３５㎡（別に駐車場７６７㎡） 

建築面積 １，２５０.２８㎡ 

延床面積 ２，３３６.８０㎡ 

 

 

施  設 

温水プール 

・２５ｍプール（４コース、水深１．１～１．３ｍ） 

・幼児用プール（変形プール、水深０．５ｍ） 

・ジャグジー （直径２ｍ） 

採暖室、シャワー室、更衣室、見学室、事務室、会議室（多

目的室）、機械室ほか 

設  備 
空調設備、ろ過設備、給排水衛生設備、消防設備、 

エレベータ設備、熱交換設備、電気設備、中央監視設備ほか 

附帯施設 
屋外駐車場（普通自動車 ２５台分、障がい者用２台分） 

屋内駐輪場（７５台分） 

設置年月日 平成１０年７月６日 

 

施設の現状 

大阪府淀川右岸流域下水道高槻水みらいセンター（下水道終末処

理場）において、下水処理の過程で生じた汚泥を焼却する際に発生

する余熱を利用して運転を行っている温水プールであり、市民のレ

クリエーションの普及と健康の保持増進に利用され、下水道資源の

有効活用とともに地元還元施設として高槻水みらいセンター周辺

の生活環境の向上に寄与している。 

 

 

事業の内容 

・レクリエーション等のための施設の供与に関すること。 

・番田温水プールの維持及び管理に関すること。 

・番田温水プールの利用の許可に関すること。 

・番田温水プールの駐車場の維持及び管理に関すること。 

・自主事業（水泳教室等）の実施に関すること。 
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利 用 者 数 

(令和３～ 

令和６年度) 

［自主事業を含む］  ［自主事業を除く］ 

令和３年度    ４７，９９５人   （１７，６４０人） 

令和４年度    ６２，２８３人   （２２，４６９人） 

令和５年度    ６５，４１２人   （２５，８６８人） 

令和６年度    ６３，８６４人   （２５，１３５人） 

※ 別添の「高槻市立番田熱利用センター運営状況」を参照のこと。 

 

 

 

収支の状況 

(令和３～ 

令和６年度) 

 

令和３年度  支出（管理経費）  ３６，７６９，２２０円 

収入（利用料金等） １４，６１１，９１０円 

令和４年度  支出（管理経費）  ４０，７７４，４９５円 

収入（利用料金等） １３，７８４，８８６円 

令和５年度  支出（管理経費）  ４０，７７６，７９２円 

収入（利用料金等） １７，２６７，６３０円 

令和６年度  支出（管理経費）  ３９，２１０，４６８円 

収入（利用料金等） １５，２５７，５５０円 

※ 収入に指定管理料は含まず。 

※ 別添の「高槻市立番田熱利用センター運営状況」を参照のこと。 
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３ 指定管理者が行う業務 

(1) 業務の範囲 

指定管理者は、次に掲げる番田温水プールの管理業務（施設の利用及び施設管理等

に関する業務）を行うものとします。 

①  施設、設備、附帯施設、植栽、外構、装置、機器、部品及び器具（備品を含む。   

以下「施設等」という。）の維持管理等に関すること。 

・ 施設等の保守点検、修理及び清掃 

・ 施設及び附帯施設の開場、閉場及び警備 

・ 設備、装置、機器等の運転操作 

・ 施設等の安全管理 

・ 屋外駐車場の交通整理及び周辺道路の交通巡視 

・ 管理業務の遂行に必要な器具等の調達 

② 施設の利用の許可に関すること。 

・ 施設利用の申請受付及び許可 

・ 利用料金（センター条例第７条に規定する「利用料金」をいう。以下同じ。） 

の徴収、減額、免除及び還付 

・ 利用者（センター条例第５条第１項の許可を受けた者をいう。以下同じ。）の 

状況記録 

・ 利用者等への対応及び苦情処理対応 

③ プール施設における安全管理及び衛生管理に関すること。 

・ プールにおける遊泳監視及び救護措置 

・ プール及びプールサイドにおける施設等の安全管理 

・ プールの水質、水温及び室温の管理 

・ プール施設の衛生管理及び美化保持 

④ 施設等に係る経費（電気料金、水道料金、下水道使用料、電話料金、機械設備保

守点検料、機器リース料、事業系廃棄物収集委託料、建築物点検、建築設備点検、

保険料等）の支払に関すること。 

⑤ その他番田温水プールの管理業務（市長の権限に属する事務を除く。）に関するこ

と。 

・ 管理業務の処理に必要な体制の整備 

・ 情報の公開及び個人情報の保護に関する措置 

・ 救護措置、防犯対策、防災対策等の利用者の安全の確保に関する措置 

・ 管理業務についての年度事業計画書、事業報告書の作成及び提出 

・ 管理業務についての経営状況等を明らかにする書類（収支計画書、例月報告書、 

収支報告書、経理帳簿、利用状況調書、証拠書類綴り等）の作成及び提出 

・ 指定管理者は、管理業務の処理に関して、別に会計を設け、経理を明確にする 

とともに、運営事業（自主事業を除く管理業務。以下同じ。）と自主事業の経 

理を区分すること。 

・ その他管理業務に関する庶務、経理等の事務 
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（2）自主事業について 

自主事業は、指定管理者が本施設において自らの費用と責任により、水泳教室、物

品販売、イベント等を行うものです。 

自主事業の提案はそれぞれ任意ですが、本施設のポテンシャルを最大限に発揮し、

市民サービスの向上や収益確保による管理運営費の縮減等を図るために、民間事業者

のノウハウやアイデアを活かした積極的な提案を求めます。 

なお、自主事業を行うにあたっては、本施設で行うに相応しい適切な内容とし、施

設本来の設置目的、機能、品格を損なわないように注意してください。 

＜例＞ 

① 水泳教室 

・子どもから高齢者まで、あらゆる世代を対象とした水泳教室 

   ②物品販売 

    ・水泳関連物品等のほか、市民サービスや施設の活性化等につながる物品販売 

    ・自動販売機サービス 

※飲料以外の自動販売機も可（事前に市の許可が必要） 

   ③施設の有効活用 

    ・２階の会議室（多目的室）および１階ロビー等の空間を活用した事業    

   ④その他ノウハウやアイデアを活かした事業 

 

  ＜自主事業における留意事項＞ 

・ 一般利用者への配慮や安全対策などを行うこと。 

・ 事業実施にあたって必要となる法律等を遵守すること。 

・ 実施にあたっては、本市と事前に協議を行い決定すること。 

・ 提案の内容によっては、一部変更等を求める場合がある。 

・ プール施設全体を自主事業専用として利用することは認められない。 

・ 自動販売機を設置するときは、高槻市公有財産規則（昭和５３年１月２０日高

槻市規則第２号）に基づく行政財産の使用許可手続により使用面積に応じた使

用料を負担すること。（使用料は、年額約２４,０００円／㎡） 

・ 自動販売機については、収益の１０％を市に納入すること。（詳細は、「自動販

売機設置管理業務請負者選定ガイドライン」に定めた規定を遵守すること。） 

 

 

 

 (3) 管理の基準 

指定管理者は、次に定めるところにより、番田温水プールの管理業務を適切に行って

ください。 
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＜基本方針＞ 

指定管理者は、管理業務の遂行に当たり、市民が広く利用する「公の施設」とし

ての番田温水プールの性格を十分に認識し、利用者にとっての快適な環境づくり及

び利用の促進を目指すとともに、施設等について、日常又は定期に必要な保守点検

業務を行うことにより、最良の状態を維持し、利用者の安全の確保に努める。 

また、番田温水プールの利用の促進を図るため、積極的に広報活動を行うととも

に、魅力のある自主事業の企画及び実施に努めるものとする。 

 

＜基本的事項＞ 

①  施設の利用時間及び休館日は、センター条例第１３条及び第１４条に定めるとこ

ろによる。 

利 用 時 間 休 館 日 

(1) 次号に掲げる日以外の日 

正午から午後８時まで 

(2) 日曜日及び休日並びに１１月１日から翌年

の２月末日までの日 

午前１０時から午後６時まで 

(1) 木曜日(その日が休日に

当たるときは、その翌日) 

(2) １２月２９日から翌年

の 1月３日まで 

   ※ただし、指定管理者は、あらかじめ市長の承認を得て、利用時間を延長又は

短縮し、臨時に開館又は休館することができる。 

 

≪参考：現行運用≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 施設の利用の許可は、センター条例に基づき、公平かつ公正に行うものとする。

センター条例第６条に該当するときは、許可をしてはならない。 

③ 管理上支障があると認めるときは、センター条例第１５条及び第１６条の規定に

基づき、施設の利用の許可を取り消し、利用を制限し、若しくは停止し、入館を拒

否し、又は退館を命ずることができる。 

④ 指定管理者は、高槻市情報公開条例（平成１５年７月１６日高槻市条例第１８号）

の趣旨にのっとり、管理業務に関して保有する情報の公開を行うために必要な措置

を講ずるように努めなければならない。 

(1) 利用時間（開館時間） 

ア 平日                 午前９時から午後８時まで 

イ 土・日曜日及び休日          午前９時から午後６時まで 

ただし、「休日」とは、国民の祝日に関する法律に規定する休日をいう。 

(2) 休館日 

ア 定休日なし 

イ １２月２９日から翌年１月３日まで 

ウ 高槻水みらいセンター汚泥焼却炉の定期点検期間（概ね２週間程度） 
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⑤ 指定管理者は、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）の趣旨

に則り、管理業務に関して個人情報の保護のために必要な措置を講じなければなら

ない。 

⑥ 指定管理者は、指定管理者又は職員が、管理業務の履行に際し、高槻市の事務事

業に関して、法令等に違反し、又は違反するおそれのある事実、若しくは不当な事

実を知った場合は、高槻市職員等からの内部通報に関する規則（平成２４年１０月

１５日高槻市規則第４５号）に基づき、その事実を通報できることについて、職員

に周知するものとする。 

⑦ 指定管理者は、番田温水プールが下水道資源の有効活用を目指す「余熱利用施設」

であることを踏まえ、高槻市環境基本条例（平成１３年３月２８日高槻市条例第１

０号）の趣旨に則り、省エネルギー、省資源、廃棄物減量、リサイクル促進等、環

境負荷の軽減に努めなければならない。 

 

＜利用料金＞ 

① 利用料金は、指定管理者がセンター条例第７条第３項に規定する利用料金（入館

料）の額の範囲内において、あらかじめ市長の承認を得て定め、番田温水プールの

利用者から徴収する。徴収した利用料金は、指定管理者の収入とする。 

ア 入館料                      （１人１回につき） 

個人 一般 ５２０円 

小学生・中学生・高齢者 ２６０円 

団体 ３０人以上 所定料金の９０パーセントに相当する額 

５０人以上 所定料金の８０パーセントに相当する額 

１００人以上 所定料金の７０パーセントに相当する額 

※ 高齢者は６５歳以上 

※ 回数券は１１回分綴で、一般にあっては５，２００円、小学生・中学生、 

高齢者にあっては２,６００円 

 

イ 団体利用の場合の利用料金（入館料に下表の利用料金を加算した額） 

区 分 １時間につき 

温水プール 平日 １４，６６０円 

土曜日、日曜日又は休日 １８，３３０円 

 

② 指定管理者は、市長が認める場合に限り、利用料金を減額し、又は免除すること

ができる。減額及び免除の基準は、センター条例第９条に規定するほか、市長が定

める。 
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参考 高槻市番田熱利用センター免除取扱要綱による減免《令和６年度実績》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 指定管理者は、市長が認める場合に限り、利用料金の全部又は一部を還付するこ

とができる。還付の基準は、センター条例第１０条に規定するほか、市長が定める。 

 

＜管理業務の処理体制＞ 

① 指定管理者は、番田温水プールの管理業務に従事させる職員（以下「職員」とい

う。）を確保するほか、管理業務の処理に必要な業務体制を整備しなければならな

い。また職員のうちから、１人を統括責任者として配置しなければならない。 

② 指定管理者は、職員の名簿を市に提出しなければならない。名簿には、住所、氏

名、年齢、連絡先のほか、管理業務に関する資格等（防火管理者、第三種電気主任

技術者、スポーツ救急手当認定、応急手当普及員、普通救命講習、日本赤十字社水

上安全救助員、日本体育施設協会水泳指導管理士等）を記載するものとする。 

③ 指定管理者は、職員に対して、管理業務の遂行に必要な研修を実施しなければな

らない。特に、プールの遊泳監視及び救護措置、防犯対策、防災対策等の利用者の

安全の確保については、職員の指導に努め、適時訓練を行うものとする。 

④ 指定管理者は、管理業務の処理に関して事故（人身事故、施設等の破損事故等を

いう。）が生じたときは、直ちに必要な救護措置や応急措置を講じるとともに、遅

滞なく市に報告し、その処理方法について、市と協議しなければならない。 

⑤ 管理業務の処理に関して生じた職員の災害については、指定管理者が責めを負い、

理由のいかんを問わず、市は何ら責めを負わない。 

⑥ 指定管理者及びその職員は、管理業務の処理において知り得た秘密を第三者に漏

らしてはならない。指定期間が終了した後も、また職員が退職した後も同様とする。 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 第３条別表（２）～（７）に基づく減額券 

    ・購入（使用）実績 ： ３２１３枚 

内
訳 

一般 １９２５枚 

高齢者 ８５２枚 

小中学生 ４３６枚 

(2) 第３条別表（８）に基づく減額券 

    ・配布枚数 ３１４枚（使用実績：３８０枚※過年度配布分含む） 

(3) 第３条別表（１３）に基づく無料券 

    ・配布枚数 ２５２枚（使用実績：８３枚） 
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＜その他＞ 

① 市は、番田温水プールの施設等にあらかじめ備え付けられた備品（市が所有する

備品に限る。）を、指定管理者に無償で使用させるものとする。指定管理者が、そ

の所有する備品を備え付けようとする場合は、あらかじめ市にその旨を届け出なけ

ればならない。 

② 指定管理者は、高槻市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成

１７年３月２５日高槻市条例第１号。以下「指定手続条例」という。）第９条の規

定に基づき、毎年度、事業報告書を作成し、市長に提出しなければならない。 

③ 指定管理者は、経営状況を明らかにする書類を作成し、市の求めに応じ、これを

提示しなければならない。 

④ 指定管理者が行う管理業務の全部又は主要な部分の処理を第三者に請け負わせ、

又は委託してはならない。ただし、設備保守点検、清掃、警備等の一部の業務につ

いて市の承認を受けたときは、この限りでない。 

⑤ 指定管理者は、指定管理業務等に対する賠償責任保険に加入すること。 

⑥ 建築基準法第１２条に基づく建築物、建築設備、昇降機設備、防火設備の点検を

行うこと。 
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４ 運営事業および自主事業の収支について 

 運営事業および自主事業の収支については、以下の点に留意してください。 

 【運営事業】   

① 指定管理者は、運営事業に必要な経費を、市が支払う指定管理料、利用料金によっ

て賄うものとする。なお、指定管理者の提案により自主事業の収益についても運営

事業の収入として充当することができる。その場合は自主事業の支出にも計上する

こと。 

② 自主事業において利用する施設の利用料金は、運営事業の収入に計上するものとす

る。 

③ 指定管理者が提出する運営事業の収支計画書は、その収支を０とし、収入の一部と

なる指定管理料は、次表に掲げる範囲内の額とする。 

＜指定管理料＞ 

 ３１,３００千円以下 

＜収支（想定）＞ 

支出（管理経費）  ４４,２１７千円 

収入（利用料金料等）１２,９１７千円 

※指定管理料を除く 

④ 指定管理料の額及び支払の方法は、指定管理者が提出する事業計画書及び収支計 

画書に基づき、年度ごとの予算の範囲内で市と指定管理者が協議し、双方で締結す

る協定において定めるものとする。 

⑤ 各年度の収支計画に掲げる収支を超える収益が生じたときは、収益の４０％に相当

する額を市に納付するものとする。 

 

【自主事業】 

① 自主事業において利用する施設の利用料金は、自主事業の収支計画書の収入および

支出に計上するものとする。なお、自主事業の利用者から利用料金を含む参加料と

して徴収する場合は、その参加料を収入に計上し利用料金分を支出に計上するもの

とする。 

② 各年度の自主事業において、収益が生じた場合にその収益を市に納付（または市民

サービスに還元）する割合を提案することができる（任意）。 

  例） 収益の〇割を市に納付する など 

 

【共通】 

① 運営事業および自主事業はそれぞれ区分して経理し、提案時に各々の収支計画書を

提出すること（各年度の収支報告書も同様）。 

② 消費税、事業所税等の租税公課は、指定管理者の負担とする。また、事業所税の課

税対象となる場合にあっては、指定管理者において対応すること。 

③ 番田温水プールが、センター条例第９条の規定及び番田熱利用センター免除取扱要

綱に基づき取り扱う入館券等の減免制度による負担は、指定管理料に含むものとす

る。 
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５ 市と指定管理者との責任の分担 

市と指定管理者との責任分担は、原則として、次表に定めるとおりとします。ただし、

同表に定めのない事項及び疑義を生じた事項については、市と指定管理者が協議して定

めるものとします。 

 

 

項 目 

 

事  項 

 

内      容 

負 担 者 

指 定

管理者 
高槻市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通事項 

法令・制度の 

改正 

事業運営に影響のある法令・制度の

改正 
協議事項 

 

税制の改正 

消費税の税率の変更  ○ 

法人税その他事業に営業を及ぼす

税率の変更 
○  

物価・金利の

変動 

物価・金利の変動 ○  

事業運営に影響を及ぼす著しい 

物価・金利の変動 
協議事項 

資金の調達 必要な資金の確保 
○  

 

周辺地域・ 

住民、利用者 

への対応 

事業運営に係る利用者、地域住民等

からの苦情対応及び地域との協調 
○  

施設の設置及び指定管理者制度の

適用に関する苦情対応 
 ○ 

 

安全性の 

確保 

施設の運営・維持管理に係る安全性

の確保及び周辺環境の保全（応急措

置を含む。） 

○  

 

第三者への 

賠償 

施設運営・維持補修において第三者

に損害を与えた場合 
○  

施設自体の瑕疵により第三者に損

害を与えた場合 
 〇 

応  募 応募の費用 応募に係る費用の負担 ○  

準  備 引継の費用 
施設運営の引継費用 ○  

施設の引渡しに係る原状回復費用 ○  

 

 

 

 

 

 

管理運営 

 

 

事業の中止 

    ・延期 

市の責任による遅延・中止  ○ 

法令その他制度の変更等により市

の建物所有が困難になったことに

よる中止 

 ○ 

指定管理者の責任による遅延・中止 ○  

指定管理者の事業の放棄・破綻 ○  

減免制度 減免制度の対象者の拡大  ○ 
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天災等によ

る事業中止 

大規模な災害等による事業の中止 
 ○ 

市場の変化 
利用者の減少、競合施設の増加等に

よる収入減、経営不振 
○  

自主事業 
自主事業の実施に伴う損害の賠償 ○  

自主事業の実施に伴う苦情対応 ○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

維持管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

維持補修 

指定管理者の発意により行う施

設・設備・外構の改良、維持補修 
○  

市の発意により行う施設・設備・外

構の改良、維持補修 
 ○ 

施設・設備・植栽・外構の保守点検

（法定点検及び日常のメンテナン

ス） 

○  

経年劣化による施設・設備・外構の

維持補修（１件３０万円未満）及び

施設の管理上急を要する維持補修 

○  

経年劣化による施設・設備・外構の

維持補修（１件３０万円以上） 
 ○ 

事故・火災による施設・設備・植栽・

外構の維持補修 
○  

天災その他不可抗力による施設躯

体・設備・植栽の損壊復旧 
 ○ 

法令の改正により必要となった施

設躯体・設備の維持補修 
 ○ 

 

修理修繕 

経年劣化による市の備品の修理・修

繕（１件３０万円未満） 
○  

経年劣化による市の備品の修理・修

繕（１件３０万円以上） 
 ○ 

 

６ 指定の期間 

指定管理者の指定の期間は、令和８年４月１日から令和１３年３月３１日までとしま

す。 
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７ その他の条件 

 その他、以下の点に留意してください。 

① 指定管理者は、管理業務の遂行に当たり、番田温水プールが下水道汚泥処理施設

建設の伴う地元還元施設であることに鑑み、地元関係団体等との連携・協力に努め

ること。 

② 指定管理者は、管理業務遂行に当たり、別紙、指定管理業務仕様書 第２章の２．

法令等の遵守に記載した法令等を遵守すること。 

③ 指定期間中に、屋根、外壁、プール槽等の大規模修繕工事により３か月程度の休

館を予定している、本件に関する指定管理料の取り扱いについては、市と指定管理

者で別途協議するものとする。 

④ 市が実施する事業について市が協力を求めた場合は、別途業務委託等の協議に応

じること。（教育委員会における学校水泳授業の指導等に係る業務委託等） 

⑤ 指定管理者は、管理業務を開始する日までに、市及び令和７年度現在の指定管理

者から事務引継を受けること。 

⑥ 指定管理者は、管理業務の引継に当たり、番田温水プールが発行済みの回数券や

減免制度により許可済みの入館券等を承継すること。 

⑦ 市が番田温水プールの施設等を、災害の発生その他特別の事情がある場合に優先

的に使用する場合は、指定管理者はこれに協力すること。 

⑧ 本施設はクーリングシェルター（指定暑熱避難施設）に指定されているため、熱

中症特別警戒情報が発表された際は、市民の受け入れ対応を行うこと。 

⑨ その他、本募集要項及び仕様書等に定めのない事項については、市と指定管理者

が協議して定めるものとする。 
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８ 応募の資格等 

＜応募資格＞ 

指定管理者に応募することができる者は、法人その他の団体（以下「団体」とい

う。）で、次のすべてに該当するものとする。個人での応募はできません。 

① 募集の公示の日現在、大阪府内及び大阪府周辺に営業所、事業所又は事務所を有

すること。 

② 募集の公示の日現在、番田温水プールと同程度又はそれ以上の規模及び利用者数

を有するプール施設の管理業務の実績を５年間以上有すること。 

③ 高槻市建設工事請負業者指名停止基準及び高槻市物品売買業者指名停止基準によ

る指名停止期間中でないこと。 

④ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定により一般

競争入札の参加を制限されていないこと。 

⑤ 国税及び地方税を滞納していないこと。 

⑥ 団体及び役員等が指定手続条例第４条の欠格条項に該当しないこと。 

⑦ 管理業務の遂行に必要な資格、知識、技術、技能、経験等を有する職員を管理業

務の遂行に十分な人数配置できること。 

 

＜複数の法人等団体による応募＞ 

番田温水プールの管理業務を効果的かつ効率的に行うために必要な場合は、複数

の団体（以下「グループ」という。）が共同して応募することができる。この場合に

おいては、次に掲げる事項に留意するものとする。 

① グループの構成団体を特定し、グループの名称及びグループ内で代表となる団体

を定めること。 

② 単独で応募した団体は、グループの構成団体として応募することができない。 

③ 複数のグループにおいて、同時に構成団体となることはできない。 
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９ 応募の方法 

指定管理者に応募しようとする者は、次のとおり指定管理者指定申請書その他の書類

（以下「応募書類」という。）を市に提出してください。 

 

＜受付期間＞ 

令和７年８月１２日(火)から令和７年９月３日(水)までの執務時間内 

（午前８時４５分から午後５時１５分まで） 

＜提出方法＞ 

持参又は郵送。郵送による場合は上記受付最終日当日の消印有効。 

 

＜提出先＞ 

高槻市都市創造部下水河川企画課（本館７階） 

〒569-8501 大阪府高槻市桃園町２番１号 

 

＜応募書類＞ 

① 指定管理者指定申請書（様式第１号） 

② 事業計画書（様式第２号） 

※「事業計画書」の様式は、表紙として利用し計画内容は、事業計画書作成の

ポイントを参考に作成してください。 

③ 管理に係る収支計画書（様式第３号） 

※「収支計画書」は、年度ごとの収支見込を「運営事業」と「自主事業」のそ

れぞれについて作成してください。 

④ 指定管理者応募資格誓約書 

⑤ 定款又は寄附行為の写し(法人以外の団体にあっては、会則その他これに類するも

のの写し) 

⑥ 法人にあっては、当該法人の登記事項証明書 

⑦ 法人でない団体にあっては、代表者の身分証明書 

⑧ 国税及び地方税の納税証明書又は納税義務がない旨及びその理由を記載した申立

書 

⑨ 団体の前事業年度及びその直前の２事業年度の収支計算書及び貸借対照表 

⑩ 団体の現事業年度の収支予算書及び事業計画書 

⑪ 団体の事業報告書（作成している場合に限る。） 

⑫ 団体の役員名簿及び組織に関する事項について記載した書類又はこれらに類する

書類（役員名簿には、無限責任社員、取締役、執行役若しくは監査役又はこれらに

準ずべき者及び支配人の氏名、住所、生年月日を記載してください。） 

⑬ 大阪府内及び大阪府周辺に営業所、事業所又は事務所を有することが確認できる

書類（他の応募書類で確認できる場合は不要） 

⑭ グループによる応募の場合には、グループの名称、各構成団体の名称及び代表と

なる団体の名称を明示した書類（グループ結成届ほか） 
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⑮ プール施設の管理業務の実績を５年間以上有することが確認できる契約書等（契

約書、協定書、定款及び業務案内ほか）の写し 

⑯ 類似施設の管理に際して使用している就業規則の写し（労働基準監督署の収受印

のあるもの） 

⑰ 労働保険料納入証明 

⑱ 社会保険料納入証明書又は社会保険料納入確認書 

 

＜提出部数＞ 

正本１部、副本２部及び応募書類①～③を各１０部。副本及び応募書類①～③は 

正本を複写して作成しても差し支えありません。 

 

＜現地説明会の開催＞ 

番田温水プールの施設等の概要、管理業務の内容等の説明を行うため、現地説明

会を次のとおり開催します。 

・日  時  令和７年８月１８日(月)午後２時から 

・場  所  高槻市番田二丁目１３番３号 

番田温水プール２階 会議室（多目的室） 

・申込方法  令和７年８月１２日(火)までに、下記の高槻市簡易電子申込サー

ビスにて申込書を添付してお申込みください。 

なお、参加者は最少人数にてお願いします。参加者多数となった

場合には、日時の変更等について、連絡させていただくことがあ

ります。 

 

＜質問の受付＞ 

番田温水プールの施設等の概要、管理業務の内容等について、次のとおり質問を

受け付けます。 

・受付期間  令和７年８月４日(月)から８月１９日(火)の執務時間内 

・質問方法  高槻市の簡易電子申込サービス（高槻市ホームページより） 

（電話を含めて口頭での質問は受け付けません。） 

・回答方法  質問を受付次第、随時回答します。（ホームページに掲載） 

 

 

 

 

 

 

＜応募に当たっての留意事項＞ 

① 応募書類のほかに、必要に応じて、追加資料の提出を依頼することがあります。 

② 応募書類及び追加資料は、返却しません。 

【現地説明会・質問の申込み】 
   高槻市ホームページのトップ画面にある簡易電子申込サービス 

「質問受付」 

 https://s-kantan.jp/takatsuki-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=5398 

「説明会参加受付」 

https://s-kantan.jp/takatsuki-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=5399 
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③ 応募書類及び追加資料は、情報公開条例に基づき公開することがあります。 

④ 受付期間の終了後における応募書類及び追加書類の再提出又は差替えは、原則と

して認めません。 

⑤ 応募書類及び追加資料の作成並びに提出に要する費用は、すべて応募する団体の

負担とします。 

⑥ 個人情報の取扱いについて 

提出いただいた役員名簿に記載された個人情報については、個人情報の保護に関

する法律（平成１５年法律第５７号）に基づき適正に管理します。この個人情報

については、指定手続条例第４条第２号から第６号に規定する欠格事項に該当し

ないことの確認のため、警察への照会に使用することがあります。なお、目的外

利用をすることは一切ありません。 

 

１０ 指定管理者の候補者の選定 

(1) 選定方法 

都市創造部指定管理者幹事会（以下「幹事会」という。）にて、提出された書類の審

査、事業計画に関するプレゼンテーション及びヒアリングを基に、各提案内容の評価

点を算定します。 

その後、学識経験者等の委員で構成する高槻市指定管理者選定委員会での審議を経

て、指定管理者の候補者を選定します。 

 

(2) 選定の基準 

候補者の選定は、「価格評価点」と「サービス水準等評価点」を合算した総合評価点

を算定して行います。それぞれの割合は、価格評価３０％、サービス水準等評価７０％

を基準とします。「価格評価点」は、市の提示額に対する応募者の提案額の割合を点数

化しますが、市の提示額の７０％以下は一律とします。また、「総合評価点」が同点の

場合は、提案額のより低い者を優先します。 

ただし、次の要件に該当した場合は、選定審査の対象から除外します。 

○提出書類に著しい不備があった場合。 

○関係法令に違反若しくは著しく逸脱した提案である場合。 

○提出書類に虚偽の記載があった場合。 

○書類提出後に事業計画の内容を大幅に変更したことが明らかになった場合。 

○以下の不正行為があった場合。 

・他の応募者と応募提案の内容又はその意思について相談を行うこと。 

・候補者の選定の前に、他の応募提案者に対して応募提案の内容を意図的に開示す

ること。 

・候補者の選定を行う選定委員に対して、直接、間接を問わず故意に接触を求める

こと。 

・その他選定結果に影響を及ぼすおそれのある不正行為を行うこと。 

○指定管理料の提案額が、本市が示す指定管理料参考価格を上回る場合。 
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また、事業計画書等に記載されている内容が本市の指定管理者（公の施設の管理

者）として適切でないと判断される提案などは、選定されない場合があります。 

※ 市の人的・財政的支援を受けている外郭団体が応募する場合は、その影響額

を配慮した選定評価を行います。 

 

サービス水準等評価表 

評 価 基 準 評  価  項  目 配 点 

市民の平等な利用の 

確保に関すること。 

① 団体の理念、姿勢及び社会的責任 

② 公の施設の利用者への対応 
１０ 

公の施設の効用の最

大限の発揮及び管理

経費の縮減に関する

こと。 

① 類似施設の運営実績  

② 効率的運営及び効率化への取組 

③ 指定への意欲及び熱意  

④ 自主事業の収益に対する還元 

 

３０ 

 

 

 

公の施設の管理を安

定して行う物的能力

及び人的能力に関す

ること。 

① 団体の安定性及び継続性 

② 団体運営の公正性及び透明性 

③ 団体運営における法令の遵守 

④ 情報セキュリティ対策への取組 

⑤ 施設管理の安全性への配慮 

⑥ 職員の研修 

⑦ 業務執行体制の確保 

⑧ その他施設の管理に際して必要な事項 

 

 

 

４０ 

施設の設置の目的の

寄与に関すること。 

① 施設の設置目的に対する姿勢 

② 地元還元施設としての配慮 
１０ 

市民サービスに関す

ること。 
① 利用者に対するサービスの向上 

② 苦情処理対応への取組 
１０ 

――― ――― ※１００ 

※ サービス水準等評価点の割合を乗じて価格評価点と合算し、総合評価点とする。 

 

(3)提案があった事業計画等の説明（プレゼンテーション及びヒアリング） 

幹事会において、提案があった事業計画に関するプレゼンテーション及びヒアリン

グの機会を設けます。開催日時は、令和７年９月２６日（金）を予定しています。詳

細については、別途応募者に通知します。 

なお、説明を求める内容は提案内容全般に渡りますので、応募者を代表して説明や

意見を述べられる方に説明をお願いします。技術的な事項について説明を求めること

もありますので、応募された法人等に属する技術者等の同席も構いません。 

 

(4) 候補者の決定 

候補者を決定したときは、その結果を応募された全ての団体及びグループに、令和

７年１０月下旬頃に書面で通知し、公表します。 
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１１ 指定管理者の指定等 

指定管理者の指定は、候補者を番田温水プールの指定管理者とする旨の議案を令和７

年１２月に開催される予定の高槻市議会に上程し、その議決を受けて行うものとします。 

なお、市と指定管理者との間に締結する協定の内容その他指定管理者の管理業務を行

わせるために、必要な事項の具体的な協議については、当該議決後において、速やかに

行うものとします。 

 

１２．基本協定の締結 

指定管理者は、本市からの指定管理者指定の決定通知後速やかに本市と協議を行い、管

理運営の基本的事項を定めた基本協定を締結していただきます。  

 ※基本協定締結後に年度協定を締結します。 

 

１３ 別添書類の一覧 

(1) 指定管理者指定申請書（様式第１号） 

(2) 事業計画書     （様式第２号） 

  （事業計画書作成のポイントを含む） 

(3) 管理に係る収支計画書（様式第３号） 

 (4) 指定管理者応募資格誓約書 

(5) 高槻市立番田熱利用センター運営状況 

(6)-1高槻市立番田熱利用センター指定管理業務仕様書 

(6)-2高槻市立番田熱利用センター設備一覧 

(6)-3高槻市立番田熱利用センター備品一覧 

(7) 指定管理者候補者選定評価表 －サービス水準等評価－ 

(8) 高槻市立番田熱利用センター図面 

(9) 施設の写真 

(10) 番田熱利用センター減免取扱要綱 

(11) 自動販売機設置管理業務請負者選定ガイドライン 

 (12) グループ結成届 

(13) 委任状（グループ代表者を代理人と定め、応募書類の作成及び提出の権限等を委任） 

(14) パンフレット 

（15）参考資料（自主事業現行運用） 

（16）現地説明会参加申込書 

※ 上記（12）、（13）はグループによる応募の場合に使用 
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１４ 募集要項に関する問合せ先 

高槻市都市創造部下水河川企画課（市役所本館７階） 

〒569-8501 大阪府高槻市桃園町２番１号 

電 話 ０７２－６７４－７４３２ 

FAX  ０７２－６７５－３２５２ 

 

１５ その他 

この募集要項及び指定管理者指定申請書ほかの応募書類の様式は、高槻市のホームペ

ージ（指定管理者の募集）からダウンロードすることができます。 


